日語劇本 1

かさじぞう
むかしむかし、あるところに、貧乏(びんぼう)だけど心優しい、おじいさんとおばあさんがいました。

　ある年の大晦日(おおみそか)の事です。
おじいさんとおばあさんは、二人でかさを作りました。
　それを町へ持って行って売り、お正月のおもちを買うつもりです。
「かさは五つもあるから、もちぐらい買えるだろう」
「お願いしますね。それから今夜は雪になりますから、気をつけて下さいよ」
　おじいさんは、五つのかさを持って出かけました。

　家を出てまもなく、雪が降ってきました。
　雪はだんだん激しくなったので、おじいさんはせっせと道を急ぎました。
村はずれまで来ると、お地蔵さま(おじぞうさま)が六つならんで立っています。
　お地蔵さまの頭にも肩にも、雪が積もっています。
　これを見たおじいさんは、そのまま通り過ぎる事が出来ませんでした。
「お地蔵さま。雪が降って寒かろうな。せめて、このかさをかぶってくだされ」
　おじいさんはお地蔵さまに、売るつもりのかさをかぶせてやりました。
でも、お地蔵さまは六つなのに、かさは五つしかありません。
そこでおじいさんは自分のかさを脱いで、最後のお地蔵さまにかぶせてやりました。

　家へ帰ると、おばあさんがびっくりして言いました。
「まあまあ、ずいぶん早かったですねぇ。それに、おじいさんのかさはどうしました？」
　おじいさんは、お地蔵さまのことを話してやりました。
「まあまあ、それは良い事をしましたねえ。おもちなんて、なくてもいいですよ」
　おばあさんは、ニコニコして言いました。

　その夜、夜中だと言うのに、ふしぎな歌が聞こえてきました。
♪じいさんの家はどこだ。
♪かさのお礼を、届けに来たぞ。
♪じいさんの家はどこだ。
♪かさのお礼を、届けに来たぞ。
　歌声はどんどん近づいて、とうとうおじいさんの家の前まで来ると、
ズシーン！
と、何かを置く音がして、そのまま消えてしまいました。
おじいさんがそっと戸を開けてみると、おじいさんのあげたかさをかぶったお地蔵さまの後ろ姿が見えました。

　そして家の前には、お正月用のおもちやごちそうが山のように置いてありました。
おしまい

http://hukumusume.com/douwa/pc/jap/12/31.htm
日語劇本 2

サルカニ合戦
むかしむかし、カキの種(たね)をひろったサルが、おいしそうなおにぎりを持ったカニに、ばったりと出会いました。
　サルはカニのおにぎりが欲しくなり、カニにずるい事を言いました。
「このカキの種をまけば、毎年おいしいカキの実がなるよ。どうだい、おにぎりと交換してあげようか？」
「うん、ありがとう」
　カニは大喜びで家に帰り、さっそくカキの種をまきました。
　そして、せっせと水をやりながら、
♪早く芽を出せ、カキの種
♪早く芽を出せ、カキの種
♪出さねばはさみで、ほじくるぞ
　すると、どうでしょう。
　さっきまいたカキの種から芽が出てきて、ぐんぐん大きくなりました。
♪早く実がなれ、カキの木よ
♪早く実がなれ、カキの木よ
♪ならねばはさみで、ちょん切るぞ
　こんどはカキの木に、たくさんのカキが実りました。
「よし、これでカキが食べられるぞ」
と、カニはカキの実を取りに行こうとしましたが、カニは木登りが出来ません。
「どうしよう？」
　困っていると、さっきのサルがやって来て言いました。
「ありゃ、もうカキが実ったのか。よしよし、おいらが代わりにとってやろう」
　サルはスルスルと木に登ると、自分だけ赤いカキの実を食べ始めました。
「ずるいよサルさん、わたしにもカキを下さい」
「うるさい、これでもくらえ！」
　サルはカニに、まだ青くて固いカキの実をぶつけました。
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「いたい、いたい、サルさんずるい」
　大けがをしたカニは、泣きながら家に帰りました。
　そしてお見舞いに来た友だちの臼(うす→もちをつくる道具)とハチとクリに、その事を話しました。
　話しを聞いたみんなは、カンカンに怒りました。
「ようし、みんなであのサルをこらしめてやろう」
　みんなはさっそくサルの家に行き、こっそりかくれてサルの帰りを待ちました。
「おお、さむい、さむい」
　ふるえながら帰ってきたサルがいろりにあたろうとしたとたん、いろりにかくれていたクリがパチーンとはじけて、サルのお尻にぶつかりました。
「あちちちっ、水だ、水」
　お尻を冷やそうと水がめのところへ来ると、水がめにかくれていたハチにチクチクと刺されました。
「いたいっ、いたいよう、たすけてぇー！」
　たまらず外へ逃げ出すと、屋根の上から大きな臼が落ちてきました。
　ドスーン！
「わぁー、ごめんなさーい、もう意地悪はしないから、ゆるしてくださーい！」
　それから改心(かいしん)したサルは、みんなと仲良くなりました。

おしまい
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桃太郎
むかしむかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。
　おじいさんは山へしばかりに、おばあさんは川へせんたくに行きました。
　おばあさんが川でせんたくをしていると、ドンブラコ、ドンブラコと、大きな桃が流れてきました。
「おや、これは良いおみやげになるわ」
　おばあさんは大きな桃をひろいあげて、家に持ち帰りました。
　そして、おじいさんとおばあさんが桃を食べようと桃を切ってみると、なんと中から元気の良い男の赤ちゃんが飛び出してきました。
「これはきっと、神さまがくださったにちがいない」
　子どものいなかったおじいさんとおばあさんは、大喜びです。
　桃から生まれた男の子を、おじいさんとおばあさんは桃太郎と名付けました。
　桃太郎はスクスク育って、やがて強い男の子になりました。

　そしてある日、桃太郎が言いました。
「ぼく、鬼ヶ島(おにがしま)へ行って、わるい鬼を退治します」
　おばあさんにきび団子を作ってもらうと、鬼ヶ島へ出かけました。
　旅の途中で、イヌに出会いました。
「桃太郎さん、どこへ行くのですか？」
「鬼ヶ島へ、鬼退治に行くんだ」
「それでは、お腰に付けたきび団子を１つ下さいな。おともしますよ」
　イヌはきび団子をもらい、桃太郎のおともになりました。
　そして、こんどはサルに出会いました。
「桃太郎さん、どこへ行くのですか？」
「鬼ヶ島へ、鬼退治に行くんだ」
「それでは、お腰に付けたきび団子を１つ下さいな。おともしますよ」
　そしてこんどは、キジに出会いました。
「桃太郎さん、どこへ行くのですか？」
「鬼ヶ島へ、鬼退治に行くんだ」
「それでは、お腰に付けたきび団子を１つ下さいな。おともしますよ」
　こうして、イヌ、サル、キジの仲間を手に入れた桃太郎は、ついに鬼ヶ島へやってきました。
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　鬼ヶ島では、鬼たちが近くの村からぬすんだ宝物やごちそうをならべて、酒盛りの真っ最中です。
「みんな、ぬかるなよ。それ、かかれ！」
　イヌは鬼のおしりにかみつき、サルは鬼のせなかをひっかき、キジはくちばしで鬼の目をつつきました。
　そして桃太郎も、刀をふり回して大あばれです。
　とうとう鬼の親分が、
「まいったぁ、まいったぁ。こうさんだ、助けてくれぇ」
と、手をついてあやまりました。
　桃太郎とイヌとサルとキジは、鬼から取り上げた宝物をくるまにつんで、元気よく家に帰りました。
　おじいさんとおばあさんは、桃太郎の無事な姿を見て大喜びです。
　そして三人は、宝物のおかげでしあわせにくらしましたとさ。

おしまい

資料來源:http://hukumusume.com/douwa/pc/jap/08/01.htm
日語劇本 4

花咲じいさん
むかしむかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが住んでいました。
　二人は子どもがいなかったので、シロというイヌをとても可愛がっていました。
　ある日、シロが畑でほえました。
「ここほれワンワン、ここほれワンワン」
「おや？　ここをほれと言っているのか。よしよし、ほってやろう」
　おじいさんがほってみると、
「ややっ、これはすごい！」
　なんと、地面の中から大判小判がザクザクと出てきたのです。
　この話を聞いた、となりの欲張りじいさんが、
「わしも、大判小判を手に入れる。おめえのシロを、わしに貸してくれや」
　欲張りじいさんは、シロを無理矢理畑に連れて行きました。
　そして、嫌がるシロがキャンキャンないたところをほってみると、くさいゴミがたくさん出てきました。
「この役立たずのイヌめ！」
　怒った欲張りじいさんは、なんと、シロを殴り殺してしまったのです。
　シロを殺されたおじいさんとおばあさんは、なくなくシロを畑にうめてやると、棒(ぼう)を立ててお墓を作りました。

　次の日、おじいさんとおばあさんがシロのお墓参りに畑へ行ってみると、シロのお墓の棒が一晩のうちに大木になっていたのです。
　おじいさんとおばあさんは、その木で臼(うす)を作って、おもちをつきました。
　すると不思議な事に、もちの中から宝物がたくさん出てきました。
　それを聞いた、欲張りじいさんは、
「わしも、もちをついて宝を手に入れる。おめえの臼を、わしに貸してくれや」
と、臼を無理矢理借りると、自分の家でもちをついてみました。
　しかし出てくるのは石ころばかりで、宝物は出てきません。
「いまいましい臼め！」
　怒った欲ばりじいさんは臼をオノでたたき割ると、焼いて灰にしてしまいました。
　大切な臼を焼かれたおじいさんは、せめて灰だけでもと、臼を焼いた灰をザルに入れて持ち帰ろうとしました。
　その時、灰が風に飛ばされて、枯れ木にフワリとかかりました。
　すると、どうでしょう。
　灰のかかった枯れ木に、満開の花が咲いたのです。
　おじいさんは、うれしくなって。
「枯れ木に花を咲かせましょう。パアーッ」
と、言いながら次々に灰をまいて、枯れ木に美しい花を咲かせました。
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　ちょうどそこへ、お城のお殿さまが通りかかりました。
「ほう、これは見事じゃ」
　お殿さまはたいそう喜んで、おじいさんにたくさんのほうびをあげました。
　それを見ていた欲張りじいさんが、
「おい、わしも花を咲かせてほうびをもらう。その灰を、わしによこせ！」
　無理矢理に灰を取り上げると、お殿さまに言いました。
「殿さま、この灰はわしの物です。わしが枯れ木に花を咲かせますから、わしにもほうびを下さい。バァーッ！」
　欲張りじいさんは殿さまの前でたくさん花を咲かせようと、灰をいっせいにまきました。
　すると灰がお殿さまの目に入って、欲張りじいさんはお殿さまの家来にさんざん殴られたということです。

おしまい
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貧乏神と福の神
むかしむかし、ある村に、とても貧乏な男がいました。
　働き者の男ですが、いくら働いても暮らしはちっとも楽になりません。
　それと言うのも、実は男の家には貧乏神が住み着いていたからです。
　そんな男に、村の人たちが嫁(よめ)の世話をしました。
　この嫁は美人な上に働き者で、朝から晩まで働きます。
「いい嫁ごだ。よし、わしも頑張るぞ！」
　男は以前にも増して、働く様になりました。
　そうなると、困ったのは貧乏神です。
「何とまあ、よう働く夫婦じゃ。これでは、ここに居づらくなってきたのう。わしゃ、どうすればいいんじゃろう？」
と、だんだん元気がなくなってきました。

　それから何年かたった、ある年の大晦日。
　男の家では、わずかながらもごちそうを用意して、ゆっくりと正月を迎えようという時。
「うぇ～ん、うぇ～ん」
　天井裏から、泣き声が聞こえてきます。
「おや？　誰じゃろう？」
　男が見に行くと、何とも汚い身なりのおじいさんが一人、声を張り上げて泣いていました。
「あんたは、一体誰かね？」
「わしか？　わしゃ、貧乏神じゃ。
　ずっとむかしからこの家に住んでおったのに、お前ら夫婦がよう働くもんで、今夜、福の神がやって来るちゅうんじゃ。
　そしたらわしは、出て行かんとならんのだ。
　うぇ～ん、うぇ～ん」
　男は自分の家の守り神が貧乏神と聞いて少しガッカリしましたが、それでも神さまは神さまです。
　下の部屋に降りてもらって、嫁に訳を話しました。
　そして貧乏神が可哀想になった男は、ついこんな事を言いました。
「せっかく、長い事おったんじゃ。これからもずっと、ここにおって下され」
　すると、嫁も口をそろえて。
「そうじゃ、そうじゃ。それがええ」
　どこへ行っても嫌われ者の貧乏神は始めて優しい言葉をかけられて、今度は嬉し泣きです。
「うぇ～ん、うぇ～ん」
　こうしているうちに夜もふけて、除夜(じょや)の鐘が鳴り始めました。
　これが、神さまの交代する合図です。

　その時、
♪ トントントン
と、戸を叩く音がしました。
「こんな夜更けに、どなたですじゃ？」
「ガッハハハハ。
　お待たせ、お待たせ。
　わしは神の国からはるばるやって来た幸福の使い。
　誰もがわしを待ち望む
　福の神だー！」
　ついに、福の神がやって来ました。
　福の神は、貧乏神に気がつくと、
「何だ、薄汚い奴め、まだおったんか。はよ出て行かんと、力ずくでも追い出すぞ！」
　だが、貧乏神も負けていません。
「なにお～っ！」
と、福の神に突進しましたが、やせてヒョロヒョロの貧乏神と、でっぷりと太った福の神では勝負になりません。
　それを見ていた夫婦は、
「あっ、危ない！」
「貧乏神さま、負けるでねえぞ！」
　それを聞いておどろいたのは、福の神です。
「何で？　何で、貧乏神を応援するんじゃあ？」
　夫婦は貧乏神と一緒に、福の神を家の外へ押し出します。
「わっせい！　わっせい！」
　とうとう三人がかりで、福の神を家の外へ押し出してしまいました。
　追い出された福の神は、あぜん、ぼうぜん。
「わし、福の神よ。
　中にいるのが、貧乏神。
　貧乏神は嫌われて、福の神は大切にされるはずなのに。
　これはいったい、どういう事？」
　首をひねりながら、すごすごと引きあげて行きました。
「やった、やった！」
　次の日は、めでたいお正月です。
　貧乏神も一緒に、お正月のお祝いをしました。
　それからというもの貧乏神のせいで、この家はあまり金持ちにはなりませんでしたが、それでも元気で幸せに暮らしたという事です。
おしまい
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